
平成 20 年４月 1 日  

東 京 電 力 ㈱ 

 

中間とりまとめ（報告書）（案）の修正内容について 

 
１． 設備健全性サブＷＧ審議結果の反映事項について 

① 機器点検結果の所見の記載について、判定結果に至る理由を明記する

こと。 

  添付資料－１、２、３、４ 参照 

    表 4.4 設備点検で異常が確認された機器リストについては、点

検フローに基づき、結果の内容のみ記載するフォーマットに変更す

る。添付資料６－１の総合評価において、異常等が確認された機器

について、以下の点に留意し評価理由を記載するフォーマットに変

更する。なお修正内容は、中間とりまとめ（報告書）提出までに反

映する予定。 

    ・  判定に至る評価について明確（客観的）な理由を記載する。 

・ 劣化事象があっても機能に影響がないか評価を行い、その理由

を記載する。 

・ 今回の地震を受けたことにより、以前より劣化が見られていた

箇所についての影響評価を記載する。 

      （過去の記録との比較により、さらに大きくなったのか、 

影響がなかったのか比較する等） 

② 予め計画する追加点検の実施理由と、対象機器の選定理由を明記する

こと。 

   報告書本文４－４ ～ ４－８項参照  

   なお修正内容は、中間とりまとめ（報告書）提出までに反映する予

定。 

③ 設備点検で異常が確認された「直流１２５Ｖ蓄電池 端子電圧低下」

事象における表記の変更について。 

   報告書本文６－５項参照。 

２． 誤記の訂正、表現の適正化等について。 

   下線にて訂正箇所を明記した。（解析評価における減衰定数は対象外） 
 
                                  以  上 

補足説明資料２ 



表－4．4 設備点検により異常が確認された設備一覧表（1／6）  
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表－4．4設備点検により異常が確認された機器リスト  

基本点検  追加点検  

No   設篤区分 （1）  設菅区分 （2）  機番名称  機番書号   安全  耐震  追加点検  
種類   重要度   重要度  要否  

基本点検   基本占検葡雇  追加点壊   追加点機転儒   繭考   

原子炉建屋上部ドライウ工  駆動部の分解を行い、ギア  

6  原子炉冷却  井   
ル内に設置されているG31  ボックス内に損傷・変形など  

系統没情  主要井   G3卜FOO2   井   クラス1   AS  目視点検    一FOO2の井駆動部のギア  要   分解点検  
ボックス部から油がにじみ出  た。なお、前回定検でも同様  
しているのが確認された。  なにじみが確認されている。  

SRVの付属品であるLVDT  

9  原子炉冷却 系統役傭  圭蒸気系   圭燕気逃し安全  井  B21－FOOl？   
分解点検  

井   クラス1   AS  （予め実施する追  
加点検）  については異常は認められ  

なかった。   

従来から確隠されているひ  
クラス1   AS   目視点検  ハンドルのガイドローラ部に 軽微なひびが碓放された。   要  （詳細目視点検）   ぴと同等であり．健全性上聞  

塩のないものである。  

燃料取替機走行l匡勤郎カッ  
プリング合わせボルトの折  
縮が確認された。尚、ボルト  
は回収済みであり、ルース  

目視点検      パーツ無し。カップリング合  要   分解点検   のカップリング・キー・シヤフ  
わせボルトは、2分割構造の  トには問焔となる損傷は確  
カップリングを合わせるため  認されていない○  

n  育十測制御系 統設情   制御材  制御棒  （セル番号）  制御棒                       16  燃料設情   燃料取扱 設備  燃料取替機  E15－FOO†  燃料取替機  クラス2  B  のボルトである。  

燃料交換機燃料交換機伸  
縮管の軍2管ガイドレール締  伸縮管の分解点検を行い、  

分解点検   皿ネジの破損以外に伸縮管 に損傷 
目視点検    め付けねじ（皿ねじ）1ケが頭 部より破損しているのを確旺  要  ・変形がないことを稚  

した。  漣した。  

クレーントロリのケーブルベ  ケーブルベア及びレールに  

ロ  燃料設備  燃料取扱 設情  原子炉建屋 クレン   
∪3トEOOl   クレーン   

クラス1  B   

る事象があった。  
目視点検  要   く詳細目視点検）   著しい損傷のないことを稚 認した。  凱軋い触。。であることか ら、ケーブルベアをレールに復旧した。  



柏崎刈羽原子力発電所 第7号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価  

構造強度評価  動的機能維持評価  

点検   選定理由  
評価部位  判定結果   判定結果   

（1）立形ポンプ   

廃液サンブホンプ   

（注）○：予め計画する追加点検 △：解析絹異 により実施する迫力ロ点検 □基本点検の結果実施する追加点検   1／79  



柏崎刈羽原子力発電所 第7号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係わる総合評価  

設備点    検  地震応   苓解析  

基本点検  追加点検  構造強度評価   動的機能 維持評価  選定  

分解点検  
点検  総合評価  

目視  
作動試重奏 機能確認  漏えい確 認  結果  理由  

点検  
目的（注）   点検結果   

機器名称 機器号  良  000   良  
番  

良  

種類  異常なし  異常なし  未  （空白）  良  
安全重要度  （空白）  ／酋 て 三    、A≡  
耐震重要度  記載留意事項  

等  
記載項目   

異常あリ  ロ  異常あリ  否  000   良  否  
・判定に至る評価について明確（客観的）な  

理由を記載する。  
・劣化事象があっても機能に影響がないか  

評価を行い、その理由を記載する。  
・今回の地震を受けたことにより、以前より  

劣化が見られていた箇所についての影響  

異常なし  ○  異常あリ  否  000   良  否  
評価を記載する。  
（過去の記録との比較により、さらに大き  
くなったのか、影響がなかったのか比較  

する等）  

異常あり※  ロ  異常なし  良  良  

異常あり※   未   未   ［コ   未  （空白）  （空白）  


	080401b
	3.【補足説明資料２（添付）】

